 　　　　　犯罪心理学を使った犯人の行動パターンの分析と予測
 　　　　　　～大量殺傷事件と「黒い未亡人型」連続殺人～
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  　犯罪心理学というと、何か大きな事件が発生すると事後的にその動機などについて解説する学問だと思われがちだが、実際には、犯罪の原因を明らかにしたり、犯人の矯正のためのカウンセリング手法を開発したり、犯人の手口や行動を本にして防犯手法を考えたりさまざまな研究を行っている。その中で今回は、犯罪捜査への心理学の応用について研究する「捜査心理学」、その中でもプロファイリングといわれている研究分野について紹介する。
 　プロファイリングは、たくさんの事件のデータを統計的な手法などを駆使しながら分析して、犯人の行動パターンを分析したり、予測したり、また犯人はどのような人物であるかを推定するなどを推定する技術である。犯罪はひとつひとつを見るとオリジナルなものが多いように思われるが、数多くの犯罪を集めてみると、新しいタイプの犯罪だと思えても過去に必ず、類似したものが存在する。それゆえ、それをもとにすれば、犯人の行動を予測したり犯人の属性を予測することができるのである。
 　今回の講演では、この方法を使って、次の2つの犯罪について詳しく検討していこうと思う。ひとつは、大量殺傷事件である。具体的には大阪教育大学付属池田小学校における殺傷事件、秋葉原における大量殺傷事件、バージニア工科大学大量殺傷事件などを例に挙げて、犯人の行動パターンについて分析する。
 　もうひとつは、「黒い未亡人型」と呼ばれる女性の連続殺人事件である。具体例としては木嶋佳苗事件やマリーヒリー事件などがこれに当たる。
 　これらのケースを通じて捜査の心理学の現状と問題点について知ってもらいたいと思う。
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